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の単離に成功 した｡ 収量は何れも極めて 僅 少
で,夫々 29γ/1,140γ/1であった｡
Bは,分子量2000以下,12種類のアミノ酸よ



















月後最高値 (33.3%)を示 し, ｢ツ｣アレルギ


















recognition (自己認識) である｡ Burnetは
immunologicalycompetentcels(免疫能細胞)














内 藤 益 -一(京大結研 内科学第-)
KM 0.7,CS.0.5,TH 0.3,EB0.5,SOM 3.0
(何れも毎日)の5者併用の効果が最もす ぐれ
ていた｡ 即ち6ケ月間治療に於てF並に CKz
